
一般会計

円

未収入特定財源

備考　：　決算書の翌年度繰越額と本調書「４ 翌年度へ繰り越すべき財源」との差額は、未収入特定財源である。

922,004,000 円 394,186,000 円

翌年度へ繰り越すべき財源

－ ＝

翌年度繰越額

527,818,000 円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

394,186,000

0

394,186,000

5,380,957,580

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

5,775,143,580

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

193,576,411,220

187,801,267,640

歳 入 総 額

歳 出 総 額



国民健康保険特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

503,692,655

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

503,692,655

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

37,950,394,593

37,446,701,938

歳 入 総 額

歳 出 総 額



介護保険特別会計

円

1

2

金 額

28,029,183,356

27,272,698,949

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

756,484,407

0

歳 入 歳 出 差 引 額

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

756,484,4075

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4



後期高齢者医療特別会計

円

5

6 実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額

3

（2）

（3）

（1）

4

0

計

継 続 費 逓 次 繰 越 額

繰 越 明 許 費 繰 越 額

事 故 繰 越 し 繰 越 額

実 質 収 支 額

翌 年 度 へ

繰 り 越 す

べ き 財 源

0

0

0

3,279,507

実 質 収 支 に 関 す る 調 書

区 分

3,279,507

0

歳 入 歳 出 差 引 額

1

2

金 額

9,315,702,765

9,312,423,258

歳 入 総 額

歳 出 総 額


